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セール指向 E コマース商品 

グループ管理の一方式 

 

坂井貴彦†  井戸雄太† 高田考平† 
櫻井義尚† 鶴田節夫† 

 
ネットショップでは，ページのアクセス率や商品の購入率向上のため，人気商
品のきめ細かいサービスを行うセール画面が重要となる．ところが，その画面
作成と同時に，複雑化したセール内容(値引き率やセール機関など)の設定を高効
率・高信頼に行う為の商品データベースの管理が必要不可欠となる．この為，
セール管理ページを作成すれば，セール画面の自動構築・対話修正とセールす
る商品グループ毎の商品 DB の自動/対話更新が一括かつ，セール期間に対忚し
て動的にできる方式を提案した． 

 

A sale oriented product group management 

method on E commerce 

 

Takahiko Sakai† and Yuta Ido† and Kohei Takada† 
and Yoshihisa Sakurai† and Setsuo Tsuruta† 

 
In the net shop business, such a sale as providing attractive services for popular goods 
becomes important for the access rate and purchase rate improvement of the shop web 
page. However, not only collaborated web page design but also highly efficient and 
highly reliable product management are required. To satisfy this need on E-commerce, 
a sale orient product group management method is proposed. In this method,Using a  
sale management Web-page, automatic construction and interactive modification of 
sale pages as well as automatic/interactive update of DB for each sale product group 
can be done simultaneously and dynamically, synchronized with sale service duration.   

 
 
 
 
 
 

1. はじめに 

インターネットやマルチメディアなどの情報技術に支えられ，ネットショップが盛

んになりつつあるが，成功は容易でない．アクセス率・購入率向上のため，いろいろ

な工夫が必要となる．例えば，マルチメディアと言っても香水の微妙な香りはネット

上では伝えられないし，もちろん画像や音だけでは商品の良さは分からない．従って，

実店舗で嗅いだ匂いや経験で候補を決め，ネットショップでそれらのうちサービスの

良い，特に価格が安いものを探す顧客が多い．そこで，ショップ側は時節やイベント

に対忚した人気商品やニーズの高い商品のきめ細かい値引きやサービスで顧客を惹き

つけるセールを打ち，購入率の向上を図る． 

このような理由から，香水ショップではセール画面の魅力的なデザインが重要とな

ると共に，人気商品やニーズの高い商品に対するきめ細かい値引きサービスを印象付

けるためのセール内容の設定が重要となる．そこで，容易な操作で魅力的なセール画

面を作成できると同時に，画面に表示する複雑なセール内容の設定を一括してデータ

ベース(DB)へ高効率・高信頼に反映させるショップ商品管理が必要となる． 

E コマースのショップ画面表示の内容，特に，セール画面の表示内容と DB の内容

の一貫性等の高信頼化に関しては，J2EE を利用して MVC パターンを確立しようとす

る研究[1]がある．しかし，これはネットショップでの商品購入を可能とする従来の E
コマースシステムの J2EE を用いた MVC アーキテクチャーを提案しているに過ぎず，

上記ニーズを解決するための具体的な方法を示すものではない． 
また，E コマースの異種 DB のアクセスの統一化・効率化の研究[2]もあるが，ショ

ップ画面の表示内容と DB 内容の一貫性を図ろうとする上記ニーズに対忚するもので

はない． 

本稿では，E コマースにおいてこのようなセールを効率よく行うことを可能とする

セール指向の商品グループ管理方式について提案する．本方式は，セールする各種商

品などセール商品グループに対してセール期間，値引き率，送料無料などのサービス

設定をセール管理ページから指定すると，セール画面の自動構築・対話修正を可能と

する．しかも同時に，セール商品グループに対してセール期間中だけ動的に，きめ細

かく煩雑なセールサービスの設定を一括して商品 DB へ自動反映させることを特徴と

する． 

2．セール指向商品グループ管理方式 

2.1 アンケートから得たユーザーニーズ 

 約 950 名の女子学生を対象に，興味を惹かれる香水ネットショップサイトについて
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のアンケート調査を行った．アンケート調査は，ゴメス・コンサルティング株式会社 : 
E コマースサイトの評価・ランキング[3]より，コスメティック通販化粧品メーカーサ

イトランキングの上位サイト[4][5][6]を参考に作成，評価したものである.   

 
図 1 セールの画面例 

 

  
図 2 アンケート回答 (セール関係まとめ) 

 
このアンケートで複数のセール画面を見せたところ，ユーザーは期間限定特価や

20%～30%OFF や送料無料といった，費用を安く抑えることができるセールに興味を

強く惹かれるという結果を得た．(セールの画面例は図 1，アンケートの回答のまとめ

は図 2 を参照) 

この結果からセールの対忚として，特価商品や季節限定商品などのセール商品グル

ープの値引き率やポイント率や送料無料などを印象づける魅力的な画面とそれらのサ

ービス設定を高信頼かつ高効率に一括管理するセール指向の商品グループ管理方式が

重要と考えた． 
この商品管理方式では，セール期間開始時にイベント商品群のセール情報が自動設

定され，セール期間終了時にイベント商品群のセール情報が自動解除される．何故な

ら，これらイベント商品は季節，時節，曜日などのセール期間などに対忚して動的・

時系列的に変化するため，その設定や解除にコストや労力がかかるからである．また，

それらの設定や解除の忘れは顧客の信頼を失う，あるいはセール期間が過ぎているの

に不当に安価な値段で販売して損失を招くからである． 
一方，セール設定のプレビュー画面から文章の文字やその色・フォント・サイズ・

属性(文字飾り等)を画面上から対話的に修正し，容易にセールページを自動構築する

セール管理方式が重要と考えた． 
何故なら，商店主の考えるセール毎の細かいデザイン要求をその都度デザイナーに

依頼していては，コストがかかりすぎるためである．デザインの専門的な知識を必要

とせず容易にセール画面を自動作成，あるいはデザイナーに依頼したものも含め既作

成のセール画面やバナーなどその部品を組み合わせて自動構築できれば効率的である．

プレビューを見せてデザイナーに依頼するまでもない細かいデザインや単なる数値や

文字の修正・変更は，ショップ管理者が行えるようにするとさらに効率が上がる．そ

の結果，効率向上だけでなく，人件費も削減できる． 
しかしこの時，セールサービス項目の詳細な変更も，関連画面と関連する商品グル

ープの DB の両方に同時に(同期して)反映させることは容易でない．多忙で，さらに

コンピュータの専門家でないショップ管理者が，一方の反映を忘れたりすることも多

い． 
 

2.2 E コマースにおけるセール指向商品グループ管理方式の提案 

以上の解決のため，セール指向の商品グループ管理方式を提案する．本方式では，

セール管理ページが提供される．このページからセールのサービス内容(値引き率，ポ

イント率，送料無料など)，セール対象商品，デザインテンプレートなどのセール項目

を選択，あるいは入力することでセール画面(セール用 Web ページ)のプレビューが自

動構築・表示される．文章の文字やその色・フォント・サイズ・属性(文字飾り等)，
さらには，これら文章やバナーなどの位置をドラッグして修正できる． 

同様に，システムは，セールに関係した商品のグループに対し，各々のサービスを

セール開始時に自動設定し，セール終了時に自動解除する様に，グループ単位で一括

して商品 DB の上記セールサービス項目の更新を行う．ここでこれらのグループは，

本方式ではセール(図 1 の様に階層関係を考える)に対忚して階層的な管理を可能とす
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る．セール商品の在庫が無くなった場合など，必要時には，対話型の商品グループ管

理機能を用いて個別にセール商品を管理し，セール画面に自動反映できる． 
本方式は，以下の機能からなる． 
 

1) 自動型セール商品グループ管理機能 
システムが提供するセール管理ページからセール項目を設定すると，セール画面を

自動作成・変更でき，対忚するセール商品グループを自動作成し，このグループに

対してそのセール(サービス)内容を一括して，かつ，セール期間に合わせて動的に

サービスを開始，終了する様に商品 DB を設定する機能． 
2) 対話型商品グループ管理機能 
2-1) グループ名の作成・編集・削除機能 
2-2) 管理画面で編集したい商品を検索する機能 
2-3) 商品に個別にグループを設定する機能 
 

3. 提案方式の機能 

3.1 セール管理機能 

セール管理ページ(図 3)から，セールに関する以下の情報を入力すると，自動的にセ

ール画面を生成すると共に，セール期間だけセールサービスを行う様に商品 DB を動

的，かつセール対象商品グループに対し一括で自動設定する機能である． 
セール名(上位)とその要素となるセール名(下位)，セール設定(値引き率，ポイント

率，送料無料などサービス内容)，セール開始・終了期間，セール対象となる商品，画

面デザインテンプレートを入力するセール管理ページ(図 3)を持つ．セール情報を入力

し終えるとセール設定が反映されたセール画面のプレビュー(図 4)を表示できる．この

プレビュー画面から，文章の文字やその色・フォント・サイズ・属性(文字飾り等)を
対話的に修正，あるいは，文章やバナーの位置を修正し，セール画面を自動作成でき

る(図 5)．登録されたセール情報は季節，時節，曜日などのセール期間に対忚して動的

に，自動的に一括登録・解除できるように商品 DB に設定される． 
セール画面のプレビューでは，修正したい文章をドラッグして文字やその色・フォン

ト・サイズ・属性(文字飾り等)のそれぞれに対忚したボタンをクリックすると，コン

ピュータの専門家でないショップ管理者でも細かいデザインを容易に修正できる．バ

ナーの位置などの簡単なデザイン変更も可能である．また，セールは階層構造になっ

ていて，クリスマスセールや年末セールといった上位のセールに，30%割引や送料無

料といった下位のセールを持つことができる． 
 
 

 

図 3 セール管理ページ 
 

 

図 4 セール画面をプレビュー 
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図 5 対話修正されたセール画面 

 
3.2 対話型商品グループ管理機能 

 セール対象商品など，期間で動的に変化するセール商品グループの名称および，そ

こに属する商品を検索し，その属性やセールなどの有効期間を対話的に修正・追加・

削除する機能である．セール対象の商品グループに属する商品に対する修正内容は，

セール画面に自動的に反映することができる． 
ここで，信頼性・拡張性などで実用性に優れた EC サイト構築ツールである

ECCUBE[7]のカテゴリ機能は，商品の種類(食品，衣料品など)やブランドといった時

間的に変化しない商品分類を行う．一方，本提案のグループ管理機能は，新着商品や

特価商品，季節商品といった，イベント時期などで時間的に変化するセール向けの商

品群をグループとして一括管理する機能である．  
 

3.2.1 グループ名編集機能 

グループの編集(手動登録・変更・削除)を行う(図 6)．新規グループの名称登録や，

セール管理に伴う自動登録を含め，既に登録したグループの名称変更・削除をする場

合に用いる．グループ名称は階層的に持つことができる．1 つのセールが複数の下位

セールを入れ子に持つ場合に対忚するためである．グループがツリー状に表示され，

最大 5 階層まで設定が可能である． 

 
図 6 グループ名の対話編集画面 

 
3.2.2 グループに属する商品の検索機能 

商品管理ページで，グループ名称をキーワードとして検索をかけることで，グルー

プに属する商品をリスト表示できる(図 7)．登録されているグループ名称が階層ごとに

表示される．セール向けの商品群を検索して商品ごとに個別に編集したい場合に用い

る． 

 
図 7 グループに属する商品の検索画面 
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3.2.3 商品のグループ属性編集機能 

 前述の商品検索機能を用いてリスト表示したうちの 1 つの商品の編集ボタンをピッ

ク，あるいは商品管理メニューの商品登録をピックすると，図 8 の商品登録画面が表

示される．セール管理で作成されたグループ名称が商品登録画面の中央やや下の商品

グループ欄が表示され，スクロールバーにより所属する商品グループ，あるいは新規

登録の商品に所属させる商品グループを選択，登録・削除できる．商品登録画面の商

品 ID に対し，所属するグループを設定する．複数のグループを選択して，設定・登

録できる．グループに対し商品を登録するセール管理とは逆に，商品に対しその所属

グループを登録・削除したいときに用いる． 

 
図 8 商品に対し，その所属グループを設定する画面 

 

4．本提案の実現方式 

本提案のうち，セール管理ページ，グループ名編集機能，グループに属する商品の

検索機能，商品のグループ属性編集機能を開発した．但し，各々の連携に関しては未

完成である．その実現方式は以下の通りである． 

4.1 システム構成 

ECCUBE[7][8]，PHP[9], MySQL [9]，SMARTY [10]を用いた本提案のシステム全体構

成図を図 9 に示す．本機能は実用向け EC サイト構築用パッケージ ECCUBE の上で，

その機能拡張として開発した．EC-CUBE とは，株式会社ロックオンが手掛けてきた

ECサイト構築により培ったモジュール群をオープンソースとして提供する ECサイト

構築用パッケージである． 
サーバーのプログラムはWebアプリケーション開発用のスクリプト言語である PHP

と，HP アプリケーションで使用される画面開発用テンプレートエンジン Smarty(ファ

イル拡張子は TPL)を利用する．商品 DBはオープンソースの RDB管理システム mySQL
を使用する．ECCUBE は MVC モデルでシステム構成される．入出力などのユーザー

インターフェースの View は「.tpl」ファイル，DB へのアクセスなどを伴うビジネス

論理の Model は「.class.php」ファイル，View からのリクエストを Model へと引き渡

しをする Controller の役目を「.php」ファイル内のモジュールが担う． 
まず，Web ブラウザ上で php のファームからデータを入力すると，Apache を通して

サーバーの ECCUBE 内の php プログラムが要求を受け取る．受け取った要求に忚じて

DB からショップ商品情報の読み込み，あるいは DB へショップ商品情報の書き込み

を行う．その処理結果を tpl のデザインテンプレートに組み込んで Web ページとし，

ブラウザへ返す． 

 

図 9 システムの全体構成図 

 
4.2 セール管理機能の操作及び処理フロー 

セール管理機能の処理フローを図 10 に示す．システムが提供するセール管理ペー

ジにおいて，ユーザーは，まずセール(上位・下位)のそれぞれの名称を指定する．セ

ール(上位)とは，例えばクリスマスや春休みといった季節，時節，恒例のビッグセー

ルや比較的長期間のセールが考えられる．セール(下位)とは，例えば，30%割引や送料

無料といった，一時的だがビッグセールに組み合わせて多用される小セールなどが考

えられる．ただし，基本的にはショップ管理者の意図で自由に決めて良い．新規登録
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の場合は，テキストボックスに名称を入力する．既存セールを再利用する場合は，プ

ルダウンメニューから選択する．この際，既存セールの情報は DB から読み込まれる．

次に，セール設定を決める．セール項目とは，値引き率，ポイント率，送料無料など

のサービス内容と，セール開始・終了期間のことである．事前に既存セール(下位)を
選択していたら，そのセール(下位)のセール項目が自動で入力される．セール(下位)
を新規登録するならば，セール設定を手動で入力する必要がある．次に，セール対象

となる商品を選択する．最後に，画面のデザインテンプレートをプルダウンメニュー

から選択する．これらを入力・選択し終えた後にプレビューボタンを押す．入力情報

にシステムが検知できる間違いや矛盾があればエラーメッセージを返す．間違いがな

ければプレビュー画面が表示される． 
プレビュー画面ではセール設定した商品群のセールページのプレビューが表示さ

れる．このプレビュー画面から文章の文字色・文字・斜体・文字飾りなどの文字デザ

イン，さらには，文章やバナーの位置を対話的に修正し，良ければセール画面を出力，

システムが自動構築する． 

 
図 10 セール管理機能の処理フロー 

4.3 グループ名編集機能のプログラム構成 

本提案機能は ECCUBE の上で実現した．php などを用いた一般的なものと異なるの

で，実現のために，そのプログラム構成の一例を図 11 に示し説明する．ECCUBE に

機能を追加するにあたり，下記の 4 つのプログラムが構造上必要となる． 
 
1) 動的な情報をプロパティに保持するページクラスを呼び出す php ファイル 
2) ページクラスの拡張機能を記述した php ファイル 
3) ページの動的作成や DB への実処理を担うページクラスの php ファイル 
4) ページの画面デザインのテンプレートである tpl ファイル 
 
グループ名編集機能の場合は 
1) group.php 
2) LC_Page_Admin_Products_group_Ex.php 
3) LC_Page_Admin_Products_group.php 
4) group.tpl 
これらのプログラムが，それぞれの役割に対忚して割り当てられる． 
 

 
図 11 グループ名編集機能のプログラム構造 
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5． まとめ 

 きめ細かいサービスを提供する種々のセールを容易にし，ネットショップのアクセ

ス率・購入率の向上を図ることを目的に，セール指向 E コマース商品グループ管理方

式を提案した．今回この提案のうち，セール管理ページと商品グループ名編集機能と

グループに属する商品の検索機能，商品のグループ属性編集機能を開発した． 
セール管理ページは，セール画面の自動作成・表示・対話型修正とセールする商品

グループ毎の商品 DB の自動/対話更新・確認が一括かつ，セール期間に対忚して動的

にできるページである．グループ名編集機能は，グループの名称変更・削除をする機

能である．グループに属する商品の検索機能は，セール管理で作成されたセールのグ

ループを検索して商品群をリスト表示する機能である．商品のグループ属性編集機能

は，各商品に対してグループを個別に登録・削除する機能である． 
今後は，セール管理ページのセール項目を設定すれば表示されるプレビュー画面上

の文章をドラッグして選択し，文章の文字やその色・フォント・サイズ・属性(文字飾

り等)のそれぞれを修正できるボタンで文字デザインを対話的に修正・追加し，セール

画面を自動作成する機能などを追加開発し，その後，本提案方式を評価・改良してい

く予定である． 
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